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夕食頻度毎日 140 843 152 鵠.4
__________________毎^_:至な、)呈旦___!旦立____1!_ 10.旦______






























牛乳 毎日 釦 36.1 35.360





おやつ(休日)毎回 記 22.9 75 44.1













土 8,4Cni,37.7 土 97k宮に比ベ、やや低い傾向
にあった。 BM1は 18.4 土 3.5 で全国値の 183
士 3.1とほぽ一致していた。 TC, HDLC は各々、
176.5 土 276mg/dl,638 土 133mg/d1 で、 TC




1416 土 7,1Cm,35.7 土 8.okg で、全国値 IU3
土 77Cm,38.0 土 88kg に比ベ、やや低い傾向
にあった。 BM1は 177 土 29 で全国値の玲.1
土 29 に比ベ、やや低か0 た。 TC, HDLC は
各々、 1812 土 30.8mg/dl,639 士 123mg/田で、


















































































肥満度、体脂肪率、 Ht, TC, TG, HDLC に、'肥
満度による分類の4群の体重、 BMI,体脂肪率、
TC, TG,HDLC に、体脂肪率による分類の4群





















































































































































朝食時 毎日 10 238 20 47.6
野菜_________毎且隆な上」____登2__!6.2 _3乙___旦乙主_生_





























毎日 9 22.0 ・19 45.2
野菜________毎旦'蚕な,1 旦2__!8.1_1旦___旦主7 生














































































毎日 47 5807 8.3
蛋_自質性食品_毎旦:ξ.盆い___呈主__.41旦___Z!.__.旦1.7 生生_








揚げ物 毎回 27 33.3 16 19.0






























































夕食 毎日 41 60.9 126 88.1












































































































































































































































群では低値群に比ベ、 TC, TGの上昇と HDLC
の低下を伴っていたことから、今後の各値の推
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移を観察する必要があろうが、小5男児を対象
として得られた本研究結果からは、中学生にな
つてからの急速な身長の伸びのための一過性の
エネルギー蓄積という生理学的減少と判断する
のが妥当ではないかと判断した。
結証
1. BMI、朋満度、体脂肪率の高値群では低値
群に比ベ、TC,TGは高く、HDLCは低かった。
2. BM1の高値群は低値群に比ベ、蛋白質性
食品、野菜の摂取頻度が高く、おやつ、夜食
の摂取頻度は低かった。
3.肥満度の高値群は低値群に比ベ、野菜の摂
取頻度が高く、揚げ物、おやつの摂取頻度は
低かった。
4.体脂肪率の高値群は低値群に比ベ、野菜、
蛋白質性食品の摂取頻度が高かった。
5.朝食に野菜を毎日食ベる者では毎日ではな
い者に比ベ、朝食に蛋白質性食品、夕食に野
菜、さらに緑黄色野菜、牛乳の摂取頻度が高
かった。
6.夕食に蛋白質性食品を毎日食ベる者は毎日
食ベない者に比ベ、朝食に蛋白質性食品、タ
食頻度が高く、また、夕食に野菜、さらに緑
黄色野菜、'牛乳、揚.げ物の摂取頻度が高く、
毎日運動する者が多かった。
フ.揚げ物を毎日食ベる者は、毎日ではない者
に比ベ、夕食に蛋白質性食品、果物の摂取頻
度が高かった。
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